
　言葉は言いやすくて，行いはおろそ
かになりやすい。

良
りょう

寛
かん

　僧
そう

，歌人
（1758 〜 1831年）

　痛い痛いと泣きうめき，家族にまで
見捨てられて死んでいく，かわいそう
な患

かん

者
じゃ

をなんとか治してやりたい，こ
れが私たち第一線の医師に課せられた
宿命じゃないかというような気持ちで
生きがいを感じたのでございます。

萩
はぎ

野
の

　昇
のぼる

　医師
（1915 〜 1990年）

⑯富山県 ⑮新潟県

　一歩ずつ運べば，山でも移せる。

白
しら

川
かわ

　静
しずか

　漢字研究者
（1910 〜 2006年）

⑱福井県 　人は決して幸せを避
さ

けて通る者では
ない，花を見ないで道を通ることはで
きない。

室
むろ

生
う

犀
さい

星
せい

　詩人，小説家
（1889 〜 1962年）

⑰石川県

　煩
ぼん

悩
のう

を断
た

つのは大変だ。でも逆に煩
悩を断ってしまうと，エネルギーがな
くなってくる。煩悩はいい意味で利用
することが大切だ。

梅
うめ

原
はら

　猛
たけし

　哲
てつ

学
がく

者，作家
（1925 〜 2019年）

㉓愛知県

　冒
ぼう

険
けん

は年
ねん

齢
れい

には関係はない。冒険が
ない人生ほど無味乾

かん

燥
そう

なものはない。

新
にっ

田
た

次
じ

郎
ろう

　小説家
（1912 〜 1980年）

⑳長野県

　成功の道は信用を得ることである。
どんなに才能や手

しゅ

腕
わん

があっても，平
へい

凡
ぼん

なことを忠実に実行できないような若
者は，将来の見込

こ

みはない。

小
こ

林
ばやし

一
いち

三
ぞう

　実業家
（1873 〜 1957年）

⑲山梨県

　失敗が人間を成長させると，私は考
えている。失敗のない人なんて，本当
に気の毒に思う。

本
ほん

田
だ

宗
そう

一
いち

郎
ろう

　実業家
（1906 〜 1991年）

㉒静岡県

池
いけ

井
い

戸
ど

潤
じゅん

　小説家
（1963年〜）

㉑岐阜県

　夢を見続けるってのは，実は途
と

轍
てつ

もな
く難しいことなんだよ。その難しさを知っ
ている者だけが，夢を見続けることがで
きる。そういうことなんじゃないのか。
　　　　 （『オレたちバブル入行組』より）

　世界にまるで不用の物なし。

南
みな

方
かた

熊
くま

楠
ぐす

　博物学者，民
みん

俗
ぞく

学者
（1867 〜 1941年）

㉚和歌山県

⑮

⑯⑰
⑱

⑲
⑳

㉑

㉓

㉔

㉙㉚

㉕㉖㉘

㉗

㉒

　我，人に勝つ道は知らず，我に勝つ道
を知りたり。

柳
やぎゅう

生宗
むね

矩
のり

　剣
けん

術
じゅつ

家
（1571 〜 1646年）

㉙奈良県

　梅はなにひとつ怠
なま

けないで，一生懸
けん

命
めい

生きている。私も怠けていてはいけ
ない。

小
お

倉
ぐら

遊
ゆ

亀
き

　日本画家
（1895 〜 2000年）

㉕滋賀県

　人として一番大切なことは，他人の
情，とりわけ，その悲しみがわかるこ
とです。
　　 （『情

じょう

緒
ちょ

と日本人』2015年4月刊より）

岡
おか

　潔
きよし

　数学者
（1901〜1978年）

㉗大阪府

　希望ある人間はどこか輝
かがや

かしいもの
をもっている。

御
み

木
き

本
もと

幸
こう

吉
きち

　実業家
（1858 〜 1954年）

㉔三重県

　時間って命の一部なんですよ。今の
時間を大事にできない人は，未来の時
間もきっと大事にはできない。

平
ひら

尾
お

誠
せい

二
じ

　ラグビー選手
（1963 〜 2016年）

㉖京都府

　将来大いに伸
の

びようと思う者は，目
前の勝ち負けに重きを置いてはならぬ。

嘉
か

納
のう

治
じ

五
ご

郎
ろう

　教育者，柔
じゅう

道
どう

家
（1860 〜 1938年）

㉘兵庫県
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　それを聴
き

けば，津
つ

軽
がる

の匂
にお

いがわきでる
ような，そういう音をだしたいものだ。

高
たか

橋
はし

竹
ちく

山
ざん

　津
つ

軽
がる

三
じゃ

味
み

線
せん

演奏家
（1910 〜 1998年）

藤
ふじ

沢
さわ

周
しゅう

平
へい

　小説家
（1927 〜 1997年）

② 青森県

　人生，理想，はた秘密，詩人の夢よ，
迷いよと，われ笑いしも幾

いく

たびか。

土
ど

井
い

晩
ばん

翠
すい

　詩人，英文学者
（1871 〜 1952年）

④ 宮城県

　寝
ね

ていて人を起こす事なかれ。

石
いし

川
かわ

理
り

紀
き

之
の

助
すけ

　農村指導者
（1845 〜 1915年）

⑤ 秋田県

　こころせよ　えみしもおなじ　人に
して　この国民の　数ならぬかは
（心によく留めておきなさい，和

わ

人
じん

たち
よ。アイヌも私たちと同じ人間。どう
して同じ国の民として対等に接しよう
としないのか。）

松
まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

　探検家
（1818〜1888年）

① 北海道　曲はあくまで，日本のすばらしい言
葉を助ける脇

わき

役
やく

。

船
ふな

村
むら

　徹
とおる

　作曲家
（1932 〜 2017年）

⑨ 栃木県

⑥ 山形県

　春は空からそうして土から微
かす

かに動
く。

長
なが

塚
つか

　節
たかし

　歌人，小説家
（1879〜1915年）

⑧ 茨城県

　テーマや詩を前にして，その情景を
思い浮

う

かべる。すると音楽がどんどん
頭の中に湧

わ

いてくる。

古
こ

関
せき

裕
ゆう

而
じ

　作曲家
（1909 〜 1989年）

⑦ 福島県

　世の中は五
ご

分
ぶ

の真味に二分侠
きょう

気
き

あと
の三分は茶目でくらせよ。
（人生は，五分は真面目に取り組み，二
分は勇気をもって，あとの三分は無

む

邪
じゃ

気
き

に過ごしなさい。）

血
ち

脇
わき

守
もり

之
の

助
すけ

　歯科医師
（1870〜1947年）

⑫千葉県

　人その友のために己
おの

れの命を捨つる
は，是

これ

より大
おおい

なる愛はなし。

荻
おぎ

野
の

吟
ぎん

子
こ

　医師，婦人運動家
（1851 〜 1913年）

⑪埼玉県

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨⑩

⑫
⑪⑬

⑭

　この世の中に，自分のような人間を
頼
たよ

りにしている人がいるということは，
すばらしいことではないのだろうか。

小
お

栗
ぐり

忠
ただ

順
まさ

（上
こう

野
ずけの

介
すけ

）　幕臣
（1827 〜 1868年）

⑩群馬県

　幕府の運命に限りがあるとも，日本
の運命には限りがない。

　朝の来ない夜はない。

吉
よし

川
かわ

英
えい

治
じ

　小説家
（1892 〜 1962年）

⑭神奈川県

　住民の生命を守るために私は命を賭
か

けよう。

深
ふか

澤
さわ

晟
まさ

雄
お

　岩手県旧沢
さわ

内
うち

村村長
（1905〜1965年）

③ 岩手県

　これしかない，と考えない。
　（『クロワッサン』2015年8月25日号より）

兼
かね

高
たか

かおる　ジャーナリスト
（1928〜2019年）

⑬東京都
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［資料］都道府県にゆかりのある
人物と，その言葉
それぞれの道を切りひらいてきた人々は，
私たちがこれから生きていくうえで役立つ言葉を多く残しています。
ここには，それぞれの人が語ったり書いたりした言葉や，
大切にしてきたと伝えられている言葉を掲

けい

載
さい

しました。
皆
みな

さんの心に響
ひび

く言葉は見つかりましたか。

▲ 藤井聡太・加藤一二三

先
人
の
生
き
方
、
考
え
方
に
ふ
れ
る
こ

と
を
通
し
て
、自
己
を
見
つ
め
、こ
れ
か

ら
の
生
き
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

歴
史
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
た
人
々
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

興味をひかれた言葉を通して，
その人物の生き方や考え方から
学ぶきっかけをつくります。調
べ学習にも活用できます。
国語や社会科，美術など，他の
教科の学習と関連させることも
できます。

自分の生き方を考えていくヒン
トになります。

▲杉原千畝

▲

マザー=テレサ

▲植松努

▲桂米朝

先人の
生き方から
学ぶ

同時代を
生きている
人々から学ぶ

▲3年　都道府県にゆかりのある人物と，その言葉（p.184～189）

　一
年
間
道
徳
を
学
ん
で
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　来
年
、
そ
し
て
将
来
、
何
に
取
り
組
み
、
ど
ん
な
こ
と
を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
し
ょ
う
か
。

　『君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』（
吉よ

し

野の

源げ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

著
）
の
中
で
、
主
人
公
で
あ
る
中
学
生
の
コ
ペ

ル
君
に
向
け
て
、
叔お

父じ

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

　英
語
や
、
幾き

何か

や
、
代
数
な
ら
、
僕ぼ

く

で
も
君
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
人
間
が
集
ま
っ
て
こ
の
世
の
中
を

つ
く
り
、
そ
の
中
で
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
一
生
を
し
ょ
っ
て
生
き
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
の
意

味
が
あ
る
の
か
、
ど
れ
だ
け
の
値
う
ち
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
僕
は
も
う
君
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
れ
は
、
君
が
だ
ん
だ
ん
大
人
に
な
っ
て
ゆ
く
に
従
っ
て
、
い
や
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
て
、
自

分
で
見
つ
け
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
だ
。

ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
か
、
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
の
人
か
ら

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
皆み

な

さ
ん
へ

192

▲3年p.192

　一
年
間
道
徳
を
学
ん
で
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　来
年
、
そ
し
て
将
来
、
何
に
取
り
組
み
、
ど
ん
な
こ
と
を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
し
ょ
う
か
。

　俳
優
の
樹き

木き

希き

林り
ん

さ
ん
は
、
二
〇
一
六
（
平へ

い

成せ
い

二
十
八
）
年
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
自
身

に
と
っ
て
の
「
幸
せ
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　幸
せ
と
い
う
の
は
「
常
に
あ
る
も
の
」
で
は
な
く
て
「
自
分
で
見
つ
け
る
も
の
」。
何

で
も
な
い
日
常
や
、
と
る
に
足
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
人
生
も
、
お
も
し
ろ
が
っ
て
み
る

と
、
そ
こ
に
幸
せ
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
か
、
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
の
人
か
ら

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
皆み

な

さ
ん
へ

192

▲2年p.192

　青
春
の
時
期
と
い
う
の
は
、
や
み
く
も
に
夢
だ
と
か
あ
あ
な
り
た
い
と
か
こ
う
な
り
た
い
と
か
思
い
が
ち
だ

が
、
人
生
っ
て
夢
や
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
毎
日
毎
日
が
続
い
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
一
日
に
で
き
る

事
と
い
っ
た
ら
ホ
ン
ト
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
だ
し
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
し
か
で
き
な
い
事
を
、
楽
し
ん
だ
り
味
わ
っ

た
り
し
て
ゆ
く
気
持
ち
を
若
い
頃こ
ろ

か
ら
忘
れ
な
い
で
い
て
欲ほ

し
い
と
思
う
。

　一
年
間
道
徳
を
学
ん
で
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　来
年
、
そ
し
て
将
来
、
何
に
取
り
組
み
、
ど
ん
な
こ
と
を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
し
ょ
う
か
。

　漫ま
ん

画が

家
の
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
は
、
著
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
か
、
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
の
人
か
ら

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
皆み

な

さ
ん
へ

『
ひ
と
り
ず
も
う
』（
さ
く
ら
も
も
こ
著

　集
英
社
）よ
り

©M.S
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▲1年p.208

多彩な人物教材

著
名
な
か
た
の
言
葉
や
作
品
の

中
の
一
節
か
ら
、
生
徒
を
励
ま
す

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
都
道
府
県
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
た
人
物
の
言
葉
を
掲
載
し
ま
し
た
。

自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
広
げ
て
い

く
と
と
も
に
、
我
が
国
や
郷
土
に
対
す
る
理
解

を
深
め
ま
す
。

▲

竹下佳江

1年
植松努（6 「どうせ無理」をなくしたい）
イチロー（10 まだ進化できる）
萩野公介・瀬戸大也（11 最強の敵　最大の友）
大日方邦子（18 ショートパンツ初体験 in アメリカ）
緒方貞子（22 歴史を変えた決断）
小田兼利（26 全ての人に安心，安全な水を）
桂米朝（29 〝庶民の笑い〞を絶やさない）
松本紀生（30 オーロラの向こうに）
瀬立モニカ（31 夢への挑戦「パラカヌー」）

2年
竹下佳江（5 短所を武器とせよ）
杉原千畝（7 六千人の命のビザ）
貫戸朋子（8 国境なき医師団・貫戸朋子）
新津春子（11 清掃はやさしさ）
福本清三（17 五万回斬られた男・福本清三）
野村萬斎（21 狂言師・野村萬斎物語）
後藤新平（24 復旧にとどまらず，復興を）
野口聡一（30 ハッチを開けて，知らない世界へ）
長嶋茂雄（31 へこたれない心）
肥沼信次（35 ドイツ・ヴリーツェンに眠る日本人医師）

3年
藤井輝明（7 あなたは顔で差別をしますか）
四代目中村雀右衛門（10 無限の道）
石井筆子（11 鳩が飛び立つ日）
藤井聡太・加藤一二三（13 日本の伝統文化　将棋）
マザー=テレサ（23 あふれる愛）
三澤拓（24 片足のアルペンスキーヤー・三澤拓）
星野道夫（30 もう一つの時間）
五嶋みどり（32 音楽は対話の始まり）
北垣国道・田辺朔郎（33 琵琶湖の水を京都に送る）
加藤三郎（34 世界に誇る「BONSAI」）

取り上げている主な人物

▲後藤新平

▲新津春子

人
物
の

生
き
方
か
ら

学
ぶ

これからを
生きる
皆さんへ

都道府県に
ゆかりのある
人物と，その言葉
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